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５ 研究の目的 

近年、運転者の認知・判断・操作を支援するために、衝突を予測し減速する被害軽減ブ

レーキ装置、また車線逸脱や横滑りを抑制する装置等の新たな自動車技術の実用化が進

んでいる。平成２６年からバスを中心にして一部の車種へ被害軽減ブレーキの義務化、乗

用車については平成２４年から横滑り防止装置が義務化、平成２６年から予防安全性能

アセスメントでも被害軽減ブレーキ装置ならびに車線逸脱警報装置の性能評価を一般に

公表するといったように、急速に普及している。 
これら運転者支援システムを搭載した車両では事故を回避できる可能性が高まるが、

反面、緊急時にシステムが制御に介入するために事故が発生した場合の事故発生機序の

解明が難しくなる。しかしながらそのような事故解析のための知見や手法は見受けられ

ない現状にある。 
以上の課題を解決するため、本研究では運転者支援システム搭載車両の事故の特徴を

把握すると共に、事故捜査における原因解明のための工学鑑定手法の構築を目的とする。 
 

６ 成果 

(1) 当初予定していた成果 

運転者支援システムによる従来のイベントデータレコーダを用いた交通事故鑑定へ

の影響を把握した。一部の事故形態では、事故状況の詳細な検討により、運転者支援シ

ステムの影響を加味した鑑定が可能と考えられた。他方で、運転者支援システムの介在

により、イベントデータレコーダを用いた交通事故鑑定で、鑑定困難となる状況が判明

した。 



イベントデータレコーダが記録するエアバッグ等の衝突安全装置の記録と共に、運

転者支援システムに予防安全装置の記録が行われる車種について、記録の入手方法、記

録の解釈及び記録の鑑定利用方法について取りまとめた。 
研究による知見の蓄積に合わせて、研究期間中に発生した運転者支援システム搭載

車両の鑑定を実施した。 
 

(2) 当初予定していなかったが副次的に（あるいは発展的に）得られた成果 

ステレオカメラ型システム搭載車では、制動動作が運転者またはシステムのいずれ

であるかについて、事故後の判断が困難であることが明らかとなった。 

この課題について関係者と検討し、EDR の記録項目を拡大して運転者のブレーキ操作

とシステムの指令によるブレーキ制御とをそれぞれ記録する ADAS-EDR への改良に貢献

した。 

レーダー型システム搭載車が採用するシステム記録について、本研究で記録の解釈

及び鑑定利用方法を確立した。 

自動運転レベル１～２の記録機能の調査の中において、自動運転レベル３の記録機

能について先行調査により知見を蓄積した。 
 
(3) 当初想定していたが得られなかった成果 

全ての国内の車種について解析手法を構築することが期待されていたが、当初の想

定以上に記録方式等が多様であったことから、全ての車種についての手法の構築まで

には至らなかった。 
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